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委
員
会

総務常任委員会
で審査11/22

⃝定例会等の主な動き

⃝定例会等の概要
・�11月臨時会では、市長提出議案として、「鎌倉市本庁舎整備に関する住民
投票条例の制定について」を否決しました。

・�12月定例会では18名の議員が一般質問を行いました。市長提出議案として、
９月定例会で閉会中継続審査としていた「つながる鎌倉条例」ほか条例関係
議案10件、補正予算議案2件、その他議案13件を可決、一般会計補正予算
を修正可決したほか、鎌倉市副市長の選任に同意、陳情2件を採択しました。

平成30年11月臨時会（11月20日～11月27日）
平成30年12月定例会（12月5日～12月21日）
住民投票条例の制定議案を否決・一般会計補正予算を修正可決
　　　　（11月臨時会）　　　　　　　　（12月定例会）

【今後の定例会開会予定日】　２月定例会：２月13日（水）

　市が市役所本庁舎を深沢地域整備事業用地に移転する計画を発表したことを受け、住民から市長に対し、本庁舎の整備
に関する住民投票を実施するための条例を制定するよう、直接請求がありました。その後、市長から議会へ、条例の制定
議案が、意見を付けて提出されたため、11月臨時会で議案の審査を行いました。

署名簿の提出
（請求代表者から選挙管理委員会へ）

条例制定請求書の提出
（請求代表者から市長へ）

署名簿の審査により有権者の
50分の1以上の署名を確認

（選挙管理委員会）

●直接請求制度とは
　地方自治においては、住民による選挙で選ばれた代表者（市長）により行政が行われる間
接民主制が原則ですが、住民の意思を実現する手段の一つとして直接請求制度があります。
直接請求を実行するためには、選挙権のある住民（有権者）の一定数以上の署名が必要とな
ります。このうち、市長に対し「条例制定（改廃）の請求」を行うためには、有権者の50分
の1以上の署名が必要です。

●本会議（11月27日）の経過
　本会議では、総務常任委員長から、委員会での審査の経過と結果について報告が行われ
ました。その後、議員が意見を表明する「討論」にて、賛成・反対それぞれの立場から意
見が表明された後、まず委員会修正案について採決を行った結果、賛成少数で否決となり
ました。次に、改めて原案（修正前の議案）について採決を行った結果、賛成少数で否決
となりました。

●今回提出された住民投票条例の制定議案の内容（詳しくは４面をご覧ください）
　「本庁舎の深沢移転に賛成」と「深沢移転に反対」の２つの選択肢を示し、住民投票を行
おうとする内容で、市長の意見を付けたうえで、議会へ提出されました。議会では、請求代
表者に意見を述べる機会を付与し、6名が本会議で意見陳述を行いました。

●総務常任委員会での審査
　まず市の担当課から、条例案の内容説明のほか、「住民投票により、単に深沢地域への移
転に賛成か反対を問うことは、これまで多くの方々と丁寧に議論して築き上げてきた結果
と過程をないがしろにするもの」「市長と市議会が住民投票の結果に拘束されるとする本条
例を制定することは地方自治法第14条第１項の規定に違反すると思料される」「本条例に基
づいて住民投票を実施する場合の基本となる事項が定められていない」など、条例案につ
けた意見の説明がありました。
　その後、委員から市に対する質疑を行った後、一部委員から、条例の精神や判断基準は
変更せず、条例立案技術上の問題や違法性の疑いのある規定を修正しようとする修正案が
提出されました。その内容に対し、委員からは、「現時点で住民投票を行うことには異を唱
えざるを得ない」「まずは本庁舎移転に係る市民との情報共有のレベルを高めることが必要」
「投票運動は自由であり、一人一人が説得の材料を探していくことは、鎌倉市政にとって財
産となる可能性がある」「庁舎移転について、立ちどまるべきとの問いかけに対しても、そ
のような意思は市長からは示されず強引に進めていこうとしている」などの意見が出され
ましたが、採決の結果、修正案は可決されました。
（議案および修正案の内容は、議会ホームページをご覧ください）

鎌倉市本庁舎整備に関する
住民投票条例の制定議案を否決

11月
臨時会

直接請求から採決まで

直
接
請
求

議
会
で
の
審
査

本
会
議

11月臨時会/本会議（11/20・22）… …………議案上程等	 （１・４面）
	 総務常任委員会（11/22）… ……議案審査	 （１面）
	 本会議（11/27）… ………………委員長報告、採決	 （１・４面）
12月定例会/本会議（12/5～11）… …………一般質問、議案上程	 （２・４面）
	 各常任委員会（12/12～18）… …議案、陳情審査等	 （３面）
	 本会議（12/21）… ………………委員長報告、議案上程、採決	（４面）

市長が意見を付けた
条例制定議案の提出
（市長から議会へ）

議案の上程
（市長から提案理由の

説明）

11/20

本
会
議

委員会での
審査結果の報告
討論
採決

11/27

請求代表者6名の
意見陳述

総務常任委員会へ付託
11/22
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一
般
質
問

　
観
光
行
政
に
つ
い
て
、
次
の
質

問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
…
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
向
け
て
、 

外
国
人
を
含
め
た
多
く
の
人
が

訪
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、 

市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を

行
う
の
か
。

共
創
計
画
部
長
…
ま
ず
は
大
会
組

織
委
員
会
や
神
奈
川
県
な
ど
と

情
報
共
有
や
意
見
交
換
を
行
い
、 

市
民
や
来
訪
者
が
安
全
に
安
心

し
て
過
ご
せ
る
環
境
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
。
併
せ
て
関
係
各

課
と
連
携
し
、
観
光
客
を
含
め

た
来
訪
者
の
受
け
入
れ
環
境
の

充
実
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、

鎌
倉
駅
東
口
、
西
口
駅
前
広
場

の
整
備
、
観
光
案
内
板
や
サ
イ

ン
表
示
の
多
言
語
化
な
ど
の
充

実
、
ト
イ
レ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
推
進
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
の
推
進
、
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
接
続

環
境
の
整
備
な
ど
を
進
め
て
い

る
。
大
会
期
間
中
、
市
民
の
皆

さ
ま
が
安
全
で
快
適
に
過
ご
せ

る
環
境
を
し
っ
か
り
と
整
え
て

い
き
た
い
。

質
問
…
外
国
人
観
光
客
の
動
向
を

把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、 

そ
の
動
向
を
分
析
し
、
今
後
の

観
光
施
策
に
活
用
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長
…
外
国
人
観
光
客

の
動
向
を
正
確
に
捉
え
る
こ
と

は
、
今
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

に
有
用
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

平
成
30
年
度
中
に
日
本
を
訪
れ

る
外
国
人
に
対
し
、
訪
日
目
的

や
情
報
収
集
源
な
ど
実
態
調
査

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、
今
後
の
観
光
政
策
を
推
進

し
た
い
。

質
問
…
訪
日
外
国
人
が
旅
行
中
に

安
心
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
た
め
の
取
り
組
み
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

同
部
長
…
緊
急
時
な
ど
に
お
い
て
、 

高
品
質
の
医
療
を
必
要
と
す
る

外
国
人
の
受
け
入
れ
等
に
係
る

協
定
を
、
日
本
医
療
教
育
財
団

の
認
証
を
取
得
し
て
い
る
湘
南

鎌
倉
総
合
病
院
、
観
光
協
会
、

市
の
３
者
で
、
平
成
28
年
６
月

に
締
結
し
て
い
る
。
市
と
観
光

協
会
は
緊
急
時
に
お
け
る
対
応

可
能
な
病
院
と
し
て
、
湘
南
鎌

倉
総
合
病
院
を
外
国
語
版
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
し
、
周
知
す

る
と
と
も
に
、
鎌
倉
駅
東
口
の

観
光
案
内
所
で
も
案
内
し
て
い

る
。

質
問
…
市
内
の
観
光
案
内
板
の
表

示
内
容
に
つ
い
て
、
多
言
語
で

の
表
記
や
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム（
※
）

の
採
用
は
行
っ
て
い
る
か
。

　
一
般
質
問
と
は
、
市
の
事
務
や
市
が
抱
え
る
課
題
等
に
つ
い

て
市
長
な
ど
に
た
だ
す
も
の
で
、
12
月
定
例
会
で
は
18
名
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
議
会
広
報
委
員
会
で
事
項
別
に
整
理
し
た
内
容

の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
質
問
の
全
文
は
、
２
月
中
旬
作
成
予
定
の
本
会
議
録
に

掲
載
し
ま
す
。
図
書
館
や
鎌
倉
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
会

議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
」
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一般質問項目一覧
①　永田　磨梨奈（鎌夢会）
　１　�鎌倉ワークスタイル・ライフ�

スタイルについて
　２　子育て支援について
　　　（�産前・産後ケア・放課後か�

まくらっ子等）
　３　�東京オリンピック・パラリン

ピックへの対応について　
②　武野　裕子（日本共産党）
　１　�中小零細事業者を応援する経�

済政策について
　２　市役所移転問題について
③　千　一（無所属）
　１　�鎌倉駅東口から西口への通り�

抜けについて
　２　�鎌倉駅西口から鎌倉市福祉セ�

ンターまでの点字ブロックの�
整備について

　３　�身体障がい者が中心のグルー�
プホームについて

　４　�川越市と違う重度訪問介護の�
あり方について

④　日向　慎吾（鎌夢会）
　１　�2020年とその先を見据えた対�

策について
　　　（�地域活性化、環境、防災、民�

泊）
⑤　長嶋　竜弘（無所属）
　１　�鎌倉市政に異論反論オブジェク

ションVOL.５
⑥　池田　実（鎌倉みらい）
　１　本市の集中豪雨対策について
　２　�深沢地域整備事業の進捗状況に

ついて
⑦　竹田　ゆかり（無所属）
　１　共生条例の制定にあたって
　２　教育環境条件整備について
　３　学校の働き方改革について
　４　庁舎管理について
⑧　くりはら　えりこ（無所属）
　１　�市民の健康について（ＳＤＧｓ

目標３）
　２　�生涯学習の環境づくりについて

（ＳＤＧｓ目標４）
　３　�市役所と行政の継続性について

（ＳＤＧｓ目標11）

⑨　飯野　眞毅（無所属）
　１　まちづくりについて
　２　北鎌倉隧道について
　３　防災問題について
　４　インフラ整備について
　５　小中学校の教育環境について
　６　居場所づくりについて
⑩　吉岡　和江（日本共産党）
　１　共生社会に向けた取り組みについて
　２　国民健康保険事業について
　３　�健康に暮らせる町づくりについて
⑪　髙橋　浩司（鎌夢会）
　１　広聴・広報活動について
⑫　納所　輝次（公明党）
　１　観光危機管理の充実について
⑬　安立　奈穂（神奈川ネット鎌倉）
　１　�子どもたちの健康を守る化学物質�

対策と受動喫煙防止策について
⑭　保坂　令子（神奈川ネット鎌倉）
　１　テレワークについて
　２　職員研修について
　３　�公文書管理と行政情報の提供につ�

いて
　４　�本庁舎整備事業の進め方について

⑮　松中　健治（無所属）
　１　明治150年に関連し。
⑯　久坂　くにえ（ヴィジョン）
　１　鎌倉市の人事戦略について
⑰　西岡　幸子（公明党）
　１　�レジリエンス（しなやかな強さ）�

と “逃げる力” を育む
⑱　山田　直人（鎌倉みらい）
　１　第４期基本計画について
　２　�第３期基本計画及び「まち・ひ

と・しごと創生総合戦略」につ
いて

【用語の解説】
※ピクトグラムについて

　絵記号、絵単語。視覚的な図による
表現で内容の伝達をするもの。言語の
種別を問わず直感的に情報伝達が可 
能となる。日本工業規格（ＪＩＳ）で
定められたもの、標準案内用図記号が
使用されている。

本
庁
舎
整
備
に
つ
い
て

観
光
行
政
に
つ
い
て

　
市
役
所
本
庁
舎
の
整
備
に
つ
い

て
、次
の
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
…
11
月
臨
時
会
に
お
い
て

「
本
庁
舎
整
備
に
関
す
る
住
民

投
票
条
例
を
制
定
す
る
議
案
」

が
否
決
さ
れ
た
が
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　
（
１
面
に
関
連
記
事
）

行
政
経
営
部
長
…
本
庁
舎
整
備
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
市
民
対

話
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
検
討
状

況
を
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
た
ほ
か
、
公
共
施
設

再
編
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
説
明
会
、
出
前
講

座
の
実
施
な
ど
情
報
共
有
や
意

見
聴
取
に
努
め
て
き
た
が
、
直

接
請
求
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
大

変
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
の
検
討
経
過
な
ど
が
ま

だ
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
は
反
省
す
べ
き
で
あ

る
と
受
け
止
め
て
い
る
。

質
問
…
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
た
文
言
の
使
い
方
も

配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

時
々
に
合
わ
せ
て
広
報
し
て
き

た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
結
果
的

に
う
ま
く
伝
わ
ら
な
か
っ
た
と

考
え
る
。
何
か
対
策
を
と
る
べ

き
と
思
う
が
い
か
が
か
。

同
部
長
…
引
き
続
き
、
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
出
前

講
座
な
ど
を
開
催
で
き
る
よ
う

積
極
的
に
働
き
掛
け
て
い
き
た

い
。
今
後
は
基
本
構
想
の
素
案

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
そ

の
後
の
基
本
構
想
策
定
へ
と
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
予
定
で 

あ
り
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー

表
示
も
進
捗
状
況
に
合
わ
せ
て

工
夫
し
て
い
き
た
い
。

質
問
…
本
庁
舎
を
移
転
す
る
理
由

は
防
災
の
観
点
で
よ
い
の
か
。

同
部
長
…
本
庁
舎
に
つ
い
て
移
転

し
て
整
備
す
る
方
針
を
平
成
29

年
３
月
に
決
定
し
た
。
そ
の
理

由
と
し
て
災
害
対
応
力
や
受
援

力
に
課
題
が
あ
る
こ
と
、
本
庁

舎
と
し
て
の
必
要
な
規
模
を
確

保
で
き
な
い
こ
と
、
仮
庁
舎
の

整
備
や
引
っ
越
し
費
用
が
か
か

る
こ
と
が
大
き
な
理
由
で
あ
る
。

同
部
長
…
現
行
の
観
光
案
内
板
等

の
表
示
内
容
は
、
基
本
的
に
日

本
語
、
英
語
、
中
国
語
、
韓
国

語
で
表
記
し
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

の
表
示
が
で
き
て
い
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
な
ど
の

状
況
も
踏
ま
え
、
平
成
30
年
４

月
に
策
定
さ
れ
た
鎌
倉
市
公
共

サ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

た
仕
様
に
順
次
改
修
を
行
う
。

質
問
…
外
国
人
か
ら
の
救
急
要
請

に
つ
い
て
、１
１
９
番
通
報
へ
の 

外
国
語
対
応
を
聞
き
た
い
。

消
防
長
…
消
防
本
部
で
は
、
日
本

語
で
の
通
報
が
困
難
な
方
に
対

応
す
る
た
め
、
１
１
９
番
通
報

時
に
多
言
語
通
訳
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
事
業
者
と
、
１
１
９
番
通

報
に
係
る
電
話
通
訳
業
務
に
関

す
る
委
託
契
約
を
締
結
し
、
対

応
し
て
い
る
。
当
初
５
カ
国
語

で
業
務
を
開
始
し
た
が
、
外
国

人
観
光
客
の
増
加
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
度
か

ら
11
カ
国
語
を
追
加
し
、
16
カ

国
語
で
３
６
５
日
対
応
し
て
い

る
。

質
問
…
外
国
人
救
急
搬
送
の
体
制

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

消
防
長
…
多
言
語
と
イ
ラ
ス
ト
に

よ
り
５
カ
国
語
対
応
し
て
い
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド

を
救
急
車
に
配
備
し
、
外
国
人

対
応
に
活
用
し
て
い
る
。

　

防
災
を
主
た
る
理
由
と
し
た
の

は
、
市
民
の
生
命
、
財
産
を
守

る
こ
と
が
す
べ
て
に
優
先
し
て

取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
り
、

リ
ス
ク
管
理
の
視
点
か
ら
新
た

な
本
庁
舎
が
市
民
の
生
命
を
守

る
前
線
基
地
と
な
る
べ
き
も
の

と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。現
在
、

本
庁
舎
等
整
備
委
員
会
で
現
在

地
と
深
沢
地
域
整
備
事
業
用
地

の
災
害
リ
ス
ク
に
つ
い
て
再
検

証
を
し
て
、
リ
ス
ク
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
対
応
が
考
え
ら
れ

る
か
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
。 

そ
れ
を
踏
ま
え
、
基
本
構
想
を

策
定
し
て
い
く
。

質
問
…
現
在
の
本
庁
舎
、
深
沢
の

用
地
の
現
状
認
識
を
聞
き
た
い
。

同
部
長
…
現
在
の
庁
舎
は
大
地
震

に
対
し
て
、
瞬
間
的
な
崩
壊
、

倒
壊
の
恐
れ
は
な
い
が
、
業
務

継
続
に
は
不
安
が
あ
る
状
況
で

あ
る
。
庁
舎
周
辺
が
津
波
浸
水

想
定
区
域
に
入
っ
て
い
る
の
で

道
路
が
寸
断
す
る
可
能
性
が
高

い
と
認
識
し
て
い
る
。
深
沢
の

用
地
は
液
状
化
の
恐
れ
は
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。
洪
水
浸
水

の
想
定
区
域
に
入
っ
て
い
る
の

で
、
そ
う
し
た
災
害
の
と
き
に

は
周
辺
道
路
に
支
障
が
出
て
く

る
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問
…
被
災
リ
ス
ク
の
あ
る
所
に

移
転
さ
せ
る
に
は
、
し
か
る
べ

き
理
由
を
示
す
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

市
長
…
深
沢
に
つ
い
て
は
浸
水
に

つ
い
て
十
分
な
議
論
が
で
き
て

い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
改
め

て
き
ち
ん
と
議
論
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
い
う
認
識
の
下
、

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

全
体
と
し
て
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
に
資
す
る
こ
と
が
実
現
で
き

る
役
割
を
本
庁
舎
が
担
え
る
よ

う
に
、
今
後
も
引
き
続
き
的
確

な
情
報
提
供
も
含
め
て
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
。



（３）　　第２４４号 か ま く ら 議 会 だ よ り 平成31年２月１日

　
平
成
30
年
12
月
28
日
に
議
会
全

員
協
議
会
を
開
催
し
、
市
長
か
ら

「
深
沢
地
域
整
備
事
業
に
つ
い
て
」

報
告
を
受
け
ま
し
た
。
報
告
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

本
市
は
こ
れ
ま
で
新
た
な
都
市

拠
点
の
形
成
に
向
け
て
、
深
沢
地

区
と
藤
沢
市
村
岡
地
区
と
の
一
体

的
な
ま
ち
づ
く
り
と
、（
仮
称
）

村
岡
新
駅
（
以
下
、
新
駅
）
の
設

置
に
つ
い
て
神
奈
川
県
、
藤
沢
市

と
合
意
に
向
け
て
の
協
議
・
調
整

を
進
め
て
き
た
。

　

平
成
30
年
12
月
27
日
に
県
、
藤

沢
市
、
本
市
は
両
地
区
一
体
の
ま

ち
づ
く
り
と
新
駅
の
実
現
に
向
け

て
の
基
本
事
項
に
合
意
し
、
新
た

な
組
織
と
し
て
「（
仮
称
）
村
岡

新
駅
設
置
協
議
会
」を
設
立
し
た
。

合
意
内
容
お
よ
び
新
た
な
組
織
の

設
置
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

主
な
合
意
内
容

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

深
沢
地
区
と
藤
沢
市
村
岡
地
区

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
一
体
施

行
で
取
り
組
む
。
両
市
が
そ
れ
ぞ

れ
応
分
の
費
用
負
担
を
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
、
自
由
通
路
、
南
口

駅
前
広
場
、
シ
ン
ボ
ル
道
路
は
藤

沢
市
が
、
シ
ン
ボ
ル
橋
は
鎌
倉
市

が
整
備
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

新
駅
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
新
駅
設
置
を
要

望
す
る
と
と
も
に
戦
略
的
新
駅
と

し
て
整
備
費
の
負
担
を
求
め
て
い

く
。
県
の
新
駅
設
置
費
用
の
負
担

は
３
割
と
す
る
。
藤
沢
市
と
鎌
倉

市
の
新
駅
設
置
費
用
の
負
担
割
合

は
５
対
５
を
基
本
と
す
る
。
新
駅

設
置
の
熟
度
を
高
め
る
た
め
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
に
戦
略
設
計
の
実
施
を

求
め
て
い
く
。
設
計
に
要
す
る
費

用
は
３
県
市
が
３
分
の
１
ず
つ
負

担
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

そ
の
他

　

国
交
付
金
等
の
活
用
な
ど
、
３

県
市
の
負
担
軽
減
や
平
準
化
を
図

る
方
策
に
つ
い
て
検
討
・
調
整
し

て
い
く
。
新
駅
に
つ
い
て
は
２
０

１
９
年
度
の
概
略
設
計
を
目
指

す
。
一
体
施
行
の
土
地
区
画
整
理

事
業
と
シ
ン
ボ
ル
道
路
等
に
つ
い

て
は
２
０
２
１
年
度
の
都
市
計
画

決
定
を
目
指
す
。

（
仮
称
）
村
岡
新
駅
設
置
協
議
会

の
概
要

　
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
の
大
船
駅
・

藤
沢
駅
間
に
新
駅
設
置
を
図
り
、

も
っ
て
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

と
新
た
な
都
市
拠
点
の
形
成
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
、
神
奈
川
県

知
事（
会
長
）、藤
沢
市
長
、
鎌
倉

市
長
で
構
成
す
る
。事
業
内
容
は
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
等
へ
の
要
望
、
陳
情

活
動
に
関
す
る
こ
と
、
新
駅
の
設

計
・
工
事
に
関
す
る
こ
と
、新
駅
設

置
の
費
用
負
担
に
関
す
る
こ
と
、

そ
の
他
目
的
達
成
に
必
要
な
事
項
。

　

今
後
も
事
業
の
進
捗
に
合
わ
せ

て
、
地
域
の
市
民
へ
の
情
報
発
信

や
市
民
参
画
の
機
会
提
供
に
努

め
、
事
業
へ
の
理
解
を
得
て
い
き

た
い
。

陳
情
の
議
決
結
果

　

12
月
定
例
会
で
は
12
件
の
陳
情

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
う
ち
、

陳
情
５
件
を
全
議
員
に
配
付
し
、

７
件
を
各
常
任
委
員
会
に
付
託
し

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
陳
情
２
件
を
採
択

し
、
４
件
を
継
続
審
査
と
し
、
１

件
を
議
決
不
要
と
し
ま
し
た
。　

【
採
択
し
た
陳
情
】

◇�

鎌
倉
市
が
計
画
し
て
い
る
ロ
ー

ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に
つ
い
て
の

陳
情

陳
情
の
要
旨
お
よ
び
審
議
結
果

　

平
成
31
年
度
か
ら
実
施
を
予
定

し
て
い
る
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

（
※
）の
実
証
実
験
を
行
う
前
に
、

隣
接
す
る
自
治
体
へ
制
度
の
具
体

的
な
説
明
お
よ
び
本
市
が
考
え
て

い
る
隣
接
自
治
体
へ
の
影
響
な

ど
、ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に
関
し

て
の
事
前
打
ち
合
せ
を
十
分
に
行

う
よ
う
、
議
会
と
し
て
市
に
働
き

掛
け
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
総
員

の
賛
成
に
よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

※
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ　

道
路

が
混
雑
す
る
地
域
に
お
い
て
、
課
金

に
よ
っ
て
自
動
車
交
通
量
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
、
道
路
を
ス
ム
ー
ス
に

走
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
方
策

◇�

四
十
歳
未
満
の
末
期
が
ん
患
者

へ
の
介
護
・
医
療
支
援
に
つ
い

て
の
陳
情

陳
情
の
要
旨
お
よ
び
審
議
結
果

　

若
年
者
の
が
ん
患
者
は
在
宅
療

養
に
至
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な

く
、
こ
の
場
合
は
介
護
保
険
の
適

用
が
な
い
た
め
、
療
養
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
が
全
て
自
己
負
担
と
な

り
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
介
護
保

険
適
用
外
の
末
期
が
ん
患
者
が
最

期
ま
で
在
宅
療
養
で
き
る
よ
う
、

必
要
な
生
活
支
援
の
検
討
を
求
め

る
も
の
で
す
。

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
総
員

の
賛
成
に
よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

全
員
協
議
会

常任委員会の
行政視察報告を
議会ホームページ

に公開

行政視察の報告書を平
成30年度から、議会ホー
ムページに掲載します。
「各常任委員会の行政
視察の報告」をご覧く
ださい。

建 設 常 任 委 員 会
観光厚生常任委員会

教育こどもみらい常任委員会
総 務 常 任 委 員 会

12月13日開催
審査した内容（議案３件、陳情１件、報告事項７件）

12月14日開催
審査した内容（議案８件、陳情４件、報告事項10件）

12月17日、18日開催
審査した内容（議案９件、陳情２件、報告事項等９件）

12月12日開催
審査した内容（議案６件、報告事項９件）

議案第42号　つながる鎌倉条例の制定について
　つながる鎌倉条例は、市民活動および協働の活性化に必要な環境を整え、魅
力と活力にあふれる地域社会を実現することを目的として制定するもので、市
民活動を推進するための基本理念と施策の基本となる事項を定めるものです。
　本制定条例は、９月定例会では慎重な審査が必要として継続審査としていま
した。その後、市側から条例の逐条解説素案の説明を受けたことから、継続審
査としていた趣旨を踏まえて審査した結果、条例制定後、逐条解説の公開や職
員への研修の実施など、条例の周知および理解を深めるための取り組みを行う
ことや、条例の運用にあたっては庁内各課とも連携を図りながら、市民活動の
推進に取り組んでいくこと等を確認し、総員の賛成により可決しました。
報告事項（仮称）鎌倉市共生社会の実現を目指す条例について
　（仮称）鎌倉市共生社会の実現を目指す条例は、市の目指す共生社会の在り
方を明文化し、広く共有するために制定するものです。その目的は、多様な人々
がお互いの個性と多様性を尊重し、支え合い、社会と関わりながら、ありのま
までいられる社会を実現することであるとのことです。
　委員会では、質疑の中で「条例の趣旨に基づいて全庁的に連携し、総合計画
と整合させて施策を推進するべき」「条例の制定に向けて職員間でさらに議論
を深める必要がある」「条例の検討過程においては、市民へのさらなる周知と
理解を図るべき」等のやりとりを行った後、了承されました。

報告事項（仮称）おなり子どもの家等の整備状況について
　旧鎌倉図書館の建物に整備予定の（仮称）おなり子どもの家等につい
ては、完成に向けて工事を進めていましたが、壁等の内外装撤去作業を
完了した段階で、土台および柱に設計時に想定していた以上の腐朽が確
認されたため、平成30年６月12日から工事を一時中断しており、その後
二度、中断期間を延長しているとのことです。この腐朽に対しては、追
加の補修を施すことが必要であり、また、当初設計をした建物全体の構
造にも修正・検証が必要となることから、実施設計修正業務委託に係る
経費を12月定例会に補正予算として提案したとのことです。
　今後のスケジュールとしては、平成32（2020）年３月に工事着手、平
成33（2021）年７月に工事を完了する見込みとのことです。（※）
　委員からは、「おなり子どもの家等については、当初の設計の不備に
ついての責任の所在を明らかにしてから事業を進めるべき」との意見や、
「施設を利用する子どものためにも１日も早く完成に向けて努力すべき」
との意見がそれぞれ出されましたが、本報告事項については了承できる
ものではなく、聞きおくこととしました。
（※）当該設計修正業務に係る補正予算については、当初の設計に係る不備について、責任の所在を
明らかにすべきといったこと、また、防災面やバリアフリーの観点を取り入れた上で設計を進めるべ
きといったことから、12月定例会の最終本会議において議員提案により減額修正されましたので、上
記のスケジュールは今後変更される予定です。

報告事項　鎌倉都市計画高度地区指定拡大方針の確定について
　現在、本市では、さまざまな規制により市街化区域内の約８割で建築
物の高さの制限をしていますが、大船地域を中心とした残りの約２割の
区域についても高度地区に指定する方針を決定したことについて報告が
ありました。
　市は、これまで建築物の高さの最高限度を定めていない区域では、高
さ15メートルまたは20メートルを超える建築物の建築に対し、都市計画
審議会に諮問し、答申を得て、建築物の高さについて行政指導を行って
きましたが、平成28年に高さ20メートルを超える共同住宅が都市計画審
議会の答申にそぐわないまま建築される事案が生ずるなど、行政指導で
は対応できない状況が生じており、より実効性を高めるため、法制度に
移行する措置を早急に図る必要があると考え、高度地区の指定区域を拡
大し、高さの最高限度を定めていない区域に第１種から第４種の高度地
区を新たに指定するとのことです。
　本方針はパブリックコメントを実施し、都市計画審議会へ諮問した上
で決定したとのことで、今後、平成31年度中の都市計画決定を目指し手
続を進めるとのことです。
　委員会では、報告事項について了承されました。

議案第76号　工事請負契約の締結について
　鎌倉駅東口駅前広場について、車道や歩道の経年劣化や、歩道が狭い
との理由から、同広場の工事についての請負契約を、ＪＦＥテクノス株
式会社と契約金額４億9518万円（消費税額等含む）で一般競争入札の方
法により締結するものです。なお、工事の竣工は平成32（2020）年11月
の予定です。
　委員会では、工事の工程や、バスやタクシーの乗り場の位置、バスプー
ルの数といった計画内容等について質疑が行われた後、「本件について、
これまで指摘してきた問題点に対応してこなかったことは容認できず、
また、歩行者の安全を第一に考え、観光客だけでなく市民の利便性を再
度検討すべき」「当初の契約から事業が遅れていることから早急な実施
を要望するが、乗用車やバスの関係につ
いては利用者の視点を入れた上で安全
面、利便性について可能な限り協議を続
けてほしい」等の意見が出されましたが、
本議案については、多数の賛成により可
決されました。

常任委員会
審査の一部を紹介します

鎌倉駅東口駅前広場の現況

NEW!
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11
月
臨
時
会

　
地
方
自
治
法
第
74
条
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
き
条
例
制
定
請
求
代

表
者
６
名
か
ら
市
長
に
対
し
、
鎌

倉
市
本
庁
舎
整
備
に
関
す
る
住
民

投
票
条
例
制
定
の
直
接
請
求
が
行

わ
れ
、
緊
急
に
議
会
の
議
決
が
必

要
と
な
っ
た
た
め
、
11
月
20
日
か

ら
27
日
ま
で
の
８
日
間
、
臨
時
会

が
開
か
れ
、
市
長
か
ら
鎌
倉
市
本

庁
舎
整
備
に
関
す
る
住
民
投
票
条

例
の
制
定
議
案
が
同
条
第
３
項
の

規
定
に
基
づ
き
意
見
を
付
し
て
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

本
庁
舎
整
備
に
関
し
て
、「
本

庁
舎
の
深
沢
移
転
に
賛
成
」
ま
た

は
「
深
沢
移
転
に
反
対
」
の
選
択

肢
で
住
民
投
票
を
行
い
、
市
長
お

よ
び
市
議
会
は
、
住
民
投
票
の
結

果
に
拘
束
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
す
る
も
の
で
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

条
例
制
定
請
求
代
表
者
か
ら
市

長
に
提
出
さ
れ
た
請
求
の
要
旨
に

よ
れ
ば
、
本
市
は
市
役
所
本
庁
舎

を
深
沢
地
域
整
備
事
業
用
地
に
移

転
す
る
計
画
を
発
表
し
、
現
在
、

鎌
倉
市
本
庁
舎
等
整
備
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
本
庁
舎
整
備
基
本
構

想
を
策
定
す
る
た
め
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
こ
の

ま
ま
で
は
移
転
計
画
が
進
め
ら

れ
、既
成
事
実
化
す
る
こ
と
か
ら
、

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
市
民

の
声
を
反
映
す
る
よ
う
考
え
、
住

民
投
票
条
例
の
制
定
を
求
め
た
と

の
こ
と
で
す
。

　

市
長
か
ら
付
さ
れ
た
意
見
に
よ

れ
ば
、
住
民
投
票
が
間
接
民
主
制

を
補
完
す
る
た
め
の
市
民
参
加
制

度
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
も

の
の
、
本
庁
舎
の
移
転
整
備
は
本

市
の
将
来
を
見
据
え
た
重
要
な
事

業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
時
間
を
か

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
議
論

を
重
ね
、そ
の
過
程
に
お
い
て
は
、

広
く
市
民
や
知
見
を
有
す
る
方
な

ど
の
意
見
聴
取
に
努
め
る
と
と
も

に
、
議
会
に
も
報
告
等
を
行
っ
た

上
で
、
必
要
な
予
算
に
つ
い
て
議

決
を
得
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
住
民
投
票
に

よ
り
、
単
に
深
沢
地
域
へ
の
移
転

に
賛
成
か
反
対
を
問
う
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
方
々
と
丁
寧
に

議
論
し
て
築
き
上
げ
て
き
た
結
果

と
過
程
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
も

の
で
あ
り
、
到
底
容
認
で
き
る
も

の
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
す
。
ま

た
、
２
つ
の
選
択
肢
だ
け
で
は
市

民
の
明
確
な
意
思
を
示
す
こ
と
は

困
難
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
整
備

を
行
う
べ
き
と
考
え
て
い
る
か
を

問
う
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
、
住

民
投
票
の
成
立
要
件
と
し
て
、
投

票
資
格
者
総
数
の
２
分
の
１
以
上

の
投
票
数
と
す
る
規
定
を
設
け
る

こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
、
住
民
投

票
の
結
果
に
拘
束
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
す
る
こ
と
は
、
本
庁

舎
の
位
置
を
定
め
る
議
事
を
決
す

る
市
議
会
の
権
限
を
無
に
す
る
こ

と
か
ら
法
令
に
違
反
す
る
と
思
料

さ
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
住
民
投
票

を
実
施
す
る
上
で
基
本
と
な
る
事

項
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
等
の
問

題
点
が
挙
げ
ら
れ
る
と
の
こ
と
で

す
。

　
議
会
で
は
、
少
数
の
賛
成
に
よ

り
、委
員
会
の
修
正
案
を
否
決
し
、

少
数
の
賛
成
に
よ
り
原
案
を
否
決

し
ま
し
た
。

（
審
査
の
流
れ
の
詳
細
は
、
１
面

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）　　
　
　
　

12
月
定
例
会

条
例
関
係
議
案

鎌
倉
市
に
ふ
さ
わ
し
い
博
物
館
基

本
構
想
検
討
委
員
会
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

鎌
倉
国
宝
館
お
よ
び
鎌
倉
歴
史

文
化
交
流
館
を
拠
点
と
し
、
鎌
倉

の
歴
史
的
遺
産
等
を
よ
り
有
効
に

活
用
で
き
る
鎌
倉
市
に
ふ
さ
わ
し

い
博
物
館
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
、
鎌
倉
市
の
博
物
館
の
基
本

構
想
の
策
定
に
関
し
必
要
な
事
項

を
調
査
審
議
す
る
た
め
、
鎌
倉
市

に
ふ
さ
わ
し
い
博
物
館
基
本
構
想

検
討
委
員
会
を
法
の
規
定
に
基
づ

く
付
属
機
関
と
し
て
設
置
し
、
必

要
な
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
市
税
条
例
及
び
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
等
が
所
有

す
る
軽
自
動
車
等
に
対
す
る
軽
自

動
車
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
配
偶
者
控
除
等
の
見
直
し
、

法
人
市
民
税
法
人
税
割
の
税
率
の

引
き
下
げ
お
よ
び
軽
自
動
車
税
環

境
性
能
割
の
創
設
に
つ
い
て
、
必

要
な
規
定
の
整
備
を
行
お
う
と
す

る
も
の
で
、平
成
31
（
２
０
１
９
）

年
10
月
１
日
か
ら
施
行
し
、
個
人

市
民
税
の
配
偶
者
控
除
等
の
見
直

し
に
係
る
規
定
に
つ
い
て
は
平
成

31
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　
（
仮
称
）
お
な
り
子
ど
も
の
家

等
実
施
設
計
修
正
業
務
、
市
役
所

第
４
分
庁
舎
改
修
業
務
に
係
る
経

費
、
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
対
策
事

業
補
助
金
、
建
長
寺
境
内
路
面
等

破
損
事
故
賠
償
金
、
鎌
倉
海
浜
公

臨
時
会

11
月

条
例 第52号 鎌倉市本庁舎整備に関する住民投票条例の制定について

（上／修正案　下／原案）
否決
否決

12
月
定
例
会

条
例

第42号 つながる鎌倉条例の制定について 可決

第66号 鎌倉市にふさわしい博物館基本構想検討委員会条例の制定
について 可決

第68号
鎌倉市市税条例及びアメリカ合衆国軍隊の構成員等が所有
する軽自動車等に対する軽自動車税の特例に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

可決

補正
予算 第74号 平成30年度鎌倉市一般会計補正予算（第６号）

（上／修正案　下／修正部分を除く原案）
可決
可決

そ
の
他

第57号 指定管理者の指定について（鎌倉市鏑木清方美術館） 可決

第76号 工事請負契約の締結について（鎌倉駅東口駅前広場整備工事） 可決

第79号 鎌倉市副市長の選任について 同意

公

明

党

鎌
倉
市
議
会

議

員

団

日
本
共
産
党

鎌
倉
市
議
会

議

員

団

鎌
倉
み
ら
い

自
由
民
主
党

鎌
倉
市
議
会

議

員

団

鎌

倉

の

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を

考

え

る

会

鎌

倉

夢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会

神
奈
川
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運
動
・
鎌
倉

無

所

属
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
納
所　
輝
次

西
岡　
幸
子

大
石　
和
久

吉
岡　
和
江

武
野　
裕
子

高
野　
洋
一

池
田　
　
実

山
田　
直
人

前
川　
綾
子

伊
藤　
倫
邦

志
田　
一
宏

森　
　
功
一

久
坂　
く
に
え

中
村　
聡
一
郎

河
村　
琢
磨

髙
橋　
浩
司

日
向　
慎
吾

永
田　
磨
梨
奈

保
坂　
令
子

安
立　
奈
穂

千　
　
一

く
り
は
ら 

え
り
こ

竹
田　
ゆ
か
り

長
嶋　
竜
弘

飯
野　
眞
毅

松
中　
健
治

― ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○
― ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ― ○ ― ○ ―

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ○ ○ ○

○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― 退 ○ ○ ○ ○ ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ○ ―

○ ○ ○ ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― 退 ― ― ―

○：賛成　―：反対　退：退席

　会　派　名

　議　員　名

主　　　な　　　議　　　案 議決
結果

※�会派は、政策を中心とした同一の理念を共有
する２人以上の議員で構成されます。本市議
会では、会派に属する議員は代表質問を行っ
たり、議会運営委員会の委員となり、議会運
営に関する協議を行うことができます。

※◎は会派の代表者
※�中村聡一郎議員は議長のため、採決には参加
していません。

※11月臨時会では、市長提出議案１件、12月定例会では市長提出議案28件、陳情２件の採決を行いました。
   下記以外の議案等への賛否については、議会事務局へお問い合わせください。議 決 さ れ た 主 な 議 案

　

市
民
の
方
々
が
本
庁
舎
整
備
に

関
す
る
住
民
投
票
条
例
の
制
定
を

求
め
、
署
名
を
託
し
て
本
会
議
場

で
意
見
陳
述
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ

こ
に
「
住
民
参
加
」
の
直
接
的
な

形
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

議
員
の
賛
否
は
分
か
れ
ま
し
た
が
、

署
名
が
、
た
っ
た
１
カ
月
で
８
２

７
０
人
も
集
ま
っ
た
こ
と
へ
の
重

み
を
全
議
員
が
受
け
止
め
た
と
、

質
疑
を
通
じ
感
じ
ま
し
た
。一
方
、

市
役
所
移
転
問
題
に
限
ら
ず
市
民

へ
の
正
し
い
情
報
を
伝
え
る
こ
と

の
大
切
さ
も
実
感
し
ま
し
た
。�

「
聞
き
ぞ
こ
な
い
は
言
い
手
の
そ

そ
う
」
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
。

不
十
分
、
誤
解
を
受
け
る
情
報
で

市
民
の
住
民
参
加
・
政
治
参
加
を

諦
め
さ
せ
た
り
し
な
い
よ
う
、
責

任
を
持
っ
て
市
民
に
向
き
合
い
た

い
と
思
い
ま
す
。�

（
武
野
裕
子
）

　
議
会
広
報
委
員
会

�

委
員
長　
伊
藤　
倫
邦

�

副
委
員
長　
納
所　
輝
次

�

委　
　
員　
武
野　
裕
子

�

委　
　
員　
日
向　
慎
吾

�

委　
　
員　
安
立　
奈
穂 

�

委　
　
員　
山
田　
直
人

�

委　
　
員　
河
村　
琢
磨

編
集
後
記

園
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
修
繕
事
業
に
係

る
経
費
の
追
加
等
を
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
、
歳
入
歳
出
と
も
に
６

４
６
０
万
８
千
円
を
増
額
し
、
補

正
後
の
総
額
は
６
０
３
億
３
２
９

１
万
１
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
本
件
に
つ
い
て
は
、
長
嶋
竜
弘

議
員
、
納
所
輝
次
議
員
、
松
中
健

治
議
員
ほ
か
１
名
か
ら
修
正
動
議

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

修
正
動
議
の
内
容
は
、（
仮
称
）

お
な
り
子
ど
も
の
家
等
実
施
設
計

修
正
業
務
に
係
る
経
費
、
１
０
７

０
万
３
千
円
を
減
額
す
る
も
の

で
、
修
正
後
の
総
額
は
６
０
３
億

２
２
２
０
万
８
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
修
正
動

議
に
つ
い
て
は
多
数
の
賛
成
に
よ

り
可
決
、
修
正
部
分
を
除
く
原
案

に
つ
い
て
は
総
員
の
賛
成
に
よ
り

可
決
し
ま
し
た
。

副
市
長
の
選
任

　

市
長
か
ら
副
市
長
の
選
任
に
つ

い
て
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
議
会

で
は
多
数
の
賛
成
に
よ
り
同
意
し

ま
し
た
。
選
任
さ
れ
た
方
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

千
田
勝
一
郎
氏
（
川
崎
市
在
住
）

　

千
田
氏
は
、衆
議
院
議
員
秘
書
、

神
奈
川
県
知
事
特
別
秘
書
な
ど
を

歴
任
し
て
い
ま
す
。

　

任
期
は
、
平
成
31
年
１
月
７
日

か
ら
４
年
間
で
す
。

　

12
月
21
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
総
務
常
任
委
員
会
で
所
管
事

務
調
査
事
項
と
し
て
い
る
「
市
民

に
と
っ
て
の
市
役
所
機
能
の
あ
り

方
に
つ
い
て
及
び
移
転
先
の
整
備
、

現
在
地
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
」、

最
終
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
、
調
査
を

行
っ
た
「
交
通
」
に
つ
い
て
、
深

沢
地
域
整
備
事
業
用
地
に
お
け
る

交
通
環
境
の
課
題
と
そ
の
対
応
と

し
て
、「
深
沢
地
域
整
備
事
業
用

地
に
係
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い

て
」
お
よ
び
「
ま
ち
づ
く
り
の
視

点
で
交
通
環
境
の
整
備
を
行
う
こ

と
に
つ
い
て
」
の
大
き
く
二
つ
の

観
点
か
ら
ま
と
め
た
調
査
結
果
等

に
つ
い
て
報
告
し
た
も
の
で
す
。

　

最
終
報
告
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
２
月
中
旬
作
成
予
定
の
本
会

議
録
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

総
務
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
の

最
終
報
告
を
実
施


